
令和７年度 守谷市重点事業の概要



令和7年度 守谷市の重点政策

重点政策①

重点政策②

重点政策③

重点政策④

重点政策⑤

「わくわく子育て王国もりや（未来へつなぐ教育・子育て）」の実現
に向けたまちづくり

「いきいきシニア王国もりや（未来へつなぐ健幸）」の実現に向けた
まちづくり

「地域主導・住民主導による市民王国もりや（未来へつなぐ地域・
ひと）」の実現に向けたまちづくり

「スマートデジタル王国もりや（未来へつなぐＤＸ）」の実現に向け
たまちづくり

「王国もりや」の未来づくり

これら５つの重点政策の実現に取り組みます。
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母子健康手帳を電子アプリ化し、母子の健康管理を容易にし、妊娠期から子育て期に必要な情報をタイムリーにプッシュ通
知することでサポートの充実を図るとともに、申請・予約・アンケートなどを電子化し、窓口滞在時間や申請書記載等の手間を
縮減することで利便性の向上を図ってまいります。

１ 母子健康手帳の電子アプリ化
①複数の子どもの母子健康手帳を一括管理

予防接種スケジューラー機能搭載
②年齢等対象ごとにタイムリーなイベント等の

情報をお知らせ
③妊娠届出、出産・子育て応援ギフトの申請

機能や面談、講座等の予約機能導入

（参考）令和7年度妊娠届出数見込 550人
令和7年1月1日現在就学前児童人口

3,406人

こども未来部 のびのび子育て課【R7当初予算額 4,864千円】
区分 説明書

補助 P85

導入効果のイメージ
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［1］子育て支援情報発信事業 【新規】

電子母子健康手帳アプリを導入し、妊娠期から子育て期の家庭の子育てを応援します



１ 配置人数 13名
フリースペース支援員を市内全校に配置 (R6年度8名 → R7年度13名に拡充）

２ 業務内容
（１） 児童生徒の悩みの相談などを傾聴（話相手）
（２） 学習支援（見守り）
（３） オンライン授業参加支援
（４） 学級担任、教科担当教諭及び管理職との連携・依頼
（５） 家庭への電話連絡・家庭訪問
（６） 月1回のフリースペース会議への出席（情報交換）

３ 勤務日・勤務時間
週5日 30時間（8:15～15:00 学校の日課によって多少変動あり）

何らかの理由で、学校には行きたいけれど教室には入れない児童生徒たちに学校の中に居場所を作ることで、心身の安定や
自己肯定感の醸成、社会性や協調性などを養う一助となるよう、市内小中学校13校に「校内フリースペース（不登校支援
教室）」を設置し、各教室にフリースペース支援員を配置します。

教育委員会 教育指導課【R7当初予算額 43,460千円】
区分 説明書

補助 P141

フリースペースの様子
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［2］校内フリースペース全校設置（総合教育支援センター事業）【拡充】

４つのフリーで安全安心な居場所をつくります 「時間・内容・場所・対応のフリー」



学校間での児童生徒数の偏在状況を是正し、中長期的に市内小中学校が適正規模で推移するよう、守谷市小中学校
適正配置基本方針に基づき、通学区域審議会継続開催などの対策を講じていきます。
また、黒内小学校適正規模化策として、関係校全体が適正規模となるよう、スクールバスを活用した特定地域選択制度等

を推進していきます。

１ 通学区域審議会及び部会開催
通学区域審議会を継続開催し、小中学校の状況や児童生徒数推移等を報告していくとともに、黒内小学校区において

部会を立ち上げ、より一層の適正化が図られるよう通学区域の変更等について協議を進めます。

２ スクールバスを活用した特定地域選択制度の推進
4月からスクールバス運行を開始し、松並青葉地区から御所ケ丘小学校または郷州小学校に通う児童の通学を支援しま

す。また、松並青葉地区にお住まいの令和8年度入学予定児童保護者世帯に対して学校情報等を十分に周知し、特定
地域選択制度利用申込者を増やすことで、黒内・御所ケ丘・郷州ともに学級数が適正規模となるよう進めていきます。
【令和7年度予定】
・通学児童数 御所ケ丘小学校29名、郷州小学校29名（黒内小学級数1減、郷州小学級数1増）
・スクールバス台数 両校それぞれ大型バス1台
・安全確保策 バス停補助員及びバス添乗員の配置、バス乗降管理システム導入
・放課後対応 放課後子ども教室利用料免除、児童クラブ利用児童向け送迎ステーション開設

教育委員会 学校教育課【R7当初予算額 127,132千円】
区分 説明書

単独 P124
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［3］小中学校適正配置事業

子どもたちに、よりゆとりある教育環境を提供します



建築後30年以上が経過し、経年劣化が進んでいる大井沢小学校屋内運動場について、令和8年2月の完了を目指し、
施設の大規模改修を行い、長寿命化及び安全・快適な教育環境を確保します。
また、発電機能付きの空調設備を設置し、避難施設としての機能向上を図ります。

令和7年度予算では、工事監理費として10,714千円、改修工事請負費として494,889千円を計上しています。

１ 建物概要
（１）竣 工 平成7年3月
（２）所在地 守谷市薬師台四丁目12番地
（３）構 造 鉄筋コンクリート造
（４）床面積 1,135.17㎡
（５）児童数 404名（令和7年1月）

２ 事業概要
（１）工 期 令和7年7月～令和8年2月（予定）
（２）工事概要 屋根及び外壁の改修・防水塗装、内壁・床の改修、体育器具更新、

バリアフリートイレ新設、照明のLED化、空調設備設置など

教育委員会 学校教育課【R7当初予算額 505,888千円】
区分 説明書

補助 P125

大井沢小学校屋内運動場の外観
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［4］大井沢小学校屋内運動場改修事業

安全・安心な教育環境を整備します



建築後30年以上が経過し、経年劣化が進んでいる松ケ丘小学校屋内運動場について、令和8年2月の完了を目指し、施
設の大規模改修を行い、長寿命化及び安全・快適な教育環境を確保します。
また、発電機能付きの空調設備を設置し、避難施設としての機能向上を図ります。

令和7年度予算では、工事監理費として11,000千円、改修工事請負費として475,882千円を計上しています。

１ 建物概要
（１）竣 工 平成6年2月
（２）所在地 守谷市松ケ丘四丁目12番地
（３）構 造 鉄筋コンクリート造
（４）床面積 1,158.28㎡
（５）児童数 566名（令和7年1月）

２ 事業概要
（１）工 期 令和7年7月～令和8年2月（予定）
（２）工事概要 屋根及び外壁の改修・防水塗装、内壁・床の改修、体育器具更新、

バリアフリートイレ新設、照明のLED化、空調設備設置など

教育委員会 学校教育課【R7当初予算額 487,088千円】
区分 説明書

補助 P126

松ケ丘小学校屋内運動場の外観
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［5］松ケ丘小学校屋内運動場改修事業

安全・安心な教育環境を整備します



令和8年度に全国で必要な介護職員数は約240万人で、令和4年度と比較すると約25万人不足となります。今後の介護
人材不足の対策として、介護サービス事業所の資格取得費用等の一部助成を実施し、介護保険サービスの維持を図ります。

１ 内容
市内の介護サービス事業所の職員が受講した資格及び研修の受験料等の

一部を助成する。

２ 主な研修・資格内容
・介護福祉士実務者研修費用助成上限額 : 7万円
・初任者研修受講料助成上限額 : 5万円
・介護支援専門員専門研修助成上限額 : 5万円
・資格試験受験料助成上限額 : 5万円
（介護福祉士、社会福祉士、介護支援専門員、主任介護支援専門員）

健幸福祉部 介護福祉課【R7当初予算額 540千円】
区分 説明書

単独 P74

介護サービス（イメージ）
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［6］介護人材確保対策事業 【新規】

介護職員の人材確保・育成の支援を行います



帯状疱疹ワクチンについて、令和7年4月から65歳の方対象（5年間の経過措置として70、75、80、85、90、95、100
歳の方も対象）（一部60歳以上64歳以下の方も対象）に定期接種化になります。守谷市では独自の制度もあわせて65
歳以上のすべての方（一部50歳以上から64歳以下）に対して助成を開始するものです。

帯状疱疹は、水痘・帯状疱疹ウイルスが原因で起こる病気です。発症すると、体の左右どちらか片側の皮膚に、水疱を伴う紅
斑が帯状に広がります。症状は、強い痛みを伴うことが多く、3週間から4週間ほど続きます。時に神経痛が長引くことがあります。
罹患者数は50歳代から増加し、70歳代がピークとなります。発症及び重症化を予防するためのワクチン接種費用を助成する

ものです。

１ 助成の対象となる方
①令和7年度に65歳以上になる方
②50歳以上64歳以下の者であって、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫機能の障がいで

日常生活がほとんど不可能な方（身体障がい者手帳1級相当）

２ 助成額
①生ワクチン 4,000円 / 1回
②不活化ワクチン 10,000円 / 1回

健幸福祉部 保健予防課【R7当初予算額 20,120千円】
区分 説明書

単独 P70
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［7］高齢者帯状疱疹ワクチンの助成（予防接種事業）

65歳以上のすべての方に対しての帯状疱疹ワクチンへの助成が始まります



守谷中央図書館個別施設計画に基づき、大規模改修工事に着手し、老朽化に伴う建物の長寿命化及び市民ニーズを反
映した新しい図書館機能を保有する施設への転換を図ります。

令和9年1月リニュアルオープンを目標に改修工事を行います。
令和7年度予算では、工事監理や改修工事の前払金、図書の配架計画策定に係る委託料等729,749千円を歳出予算に計

上しています。※施設改修工事総額1,682,800千円（令和7年度～令和8年度継続費設定）

１ 施設の概要
（１）竣 工 平成6年10月（建築年数：30年）
（２）所在地 守谷市大柏937番地の2
（３）構 造 鉄筋コンクリート造地上3階建
（４）床面積 3,522.74㎡

２ 事業概要
（１）工 期 令和7年10月～令和8年11月（予定）
（２）工事概要 増築工事（増築面積195㎡。サイレントスペース、ラーニングコモンズ等のスペースを新設）

屋根（防水、断熱、トップライト）及び外壁の改修、内壁・床の改修、空調設備更新、給排水設備更新、
エレベーター改修、書架・家具・照明器具・トイレの改修、中庭・駐車場の改修等

（３）その他 内部工事完了：令和8年10月／外構工事完了：令和8年11月／資料搬入、再配架、ICタグ
添付作業完了：令和8年12月末予定

教育委員会 中央図書館【R7当初予算額 729,749千円】
区分 説明書

単独 P147

▲改修後の中央図書館イメージ
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［8］中央図書館大規模改修事業

施設の機能向上と快適で魅力ある図書館への転換を図ります



市内全地区に設立された「まちづくり協議会」が、住民、自治会・町内会、団体、事業者をつなげ、地域全体で地域の活性
化や課題解決に取り組むことで、市が目指す「地域主導・住民主導による市民王国もりやの実現に向けて、まちづくりを推し進
めす。

１ 市内全地区で「まちづくり協議会」が地域の活性化・課題解決に向けて取り組んでいます！
市内全地区で「まちづくり協議会」が地域の活性化や課題解決に向けて取り組んでいます。
引き続き、「守谷市まちづくり協議会活動支援交付金」により財政支援をするとともに、支援担当職員として配置している

市職員と社会福祉協議会職員が連携し、「まちづくり協議会」と協働で「地域主導・住民主導による市民王国もりや」の実
現を目指します。

生活経済部 市民協働推進課【R7当初予算額 37,999千円】
区分 説明書

単独 P51
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［9］まちづくり協議会推進事業

地域・住民が地域づくりに取り組み「市民王国もりや」（地域主導・住民主導）を実現します

大野地区福祉・敬老まつり 北守谷地区避難所設営訓練 高野地区地域別会議守谷B地区C地区合同敬老会みずき野地区地域買い物支援事業 北守谷地区防災訓練



「スマートデジタル王国もりや」の実現に向けて、守谷市DX推進計画に基づき、市民の皆様の利便性向上や行政事務の効
率化を図るための様々な取組を強力に推進していきます。

１ 住民CRM（カスタマー・リレーションシップ・マネージメント）・ データ連携基盤の構築
住民CRM・データ連携基盤を構築し、様々なデータを収集・蓄積・分析することにより、市民ニーズを探し出すとともに、

官公庁や民間企業とも連携し、市民への個別最適なサービスの提供を実現します。

２ Morinfoスーパーアプリ化
住民CRM・データ連携基盤との連携やアプリの機能強化を図り、Morinfoを

基軸とした市民への個別最適なサービスを提供します。

３ 市民の利便性向上及び行政事務の効率化
転入、転居、結婚、出産など、ライフイベントに応じた様々な行政手続きに係る

市民の利便性向上及び行政事務の効率化を図ります。

市長公室 デジタル戦略課【R7当初予算額 333,345千円】
区分 説明書

単独 P21

13

［10］DX（デジタルトランスフォーメーション）推進事業

守谷市DX推進計画に基づき、デジタルトランスフォーメーションの取組を推進します



東京ヤクルトスワローズ2軍施設を含んだ総合公園を整備し、レクリエーションやスポーツを楽しむ環境を創出することで、市民
の健康増進を図るとともに、市の活性化と認知度アップを目指します。

１ 総合公園新設事業
ヤクルト2軍施設以外のエリアの盛土工事を実施すると

ともに、公園施設については、官民連携による整備手法
を検討し、公園整備事業者の募集及び選定の準備を
進めます。

＜関連事業＞
ヤクルト2軍施設進出に伴う地域活性化事業

【R7当初予算額 2,084千円】説明書P**
令和9年のヤクルト2軍施設移転に向けた啓発フラッグを

守谷駅等に掲示するなど機運醸成を図るとともに、球団
OB職員による投げ方教室などのイベントを開催することに
より、地域の活性化を図ります。

市長公室 企画課【R7当初予算額 525,016千円】
区分 説明書

補助 P18
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［11］総合公園新設事業

市民のスポーツの推進と交流人口の増加による市の活性化を図ります

（仮称）守谷市総合公園イメージ図

※現段階でのイメージであり、
白地内の施設については、公募
要件及び公募により決定予定。



守谷サービスエリア周辺の地域産業における輸送業務の効率化や市内幹線道路の渋滞緩和、災害時における周辺自治
体との連携強化など、高速道路へのアクセス性向上や地域産業における物流の効率化に加えて、今後予定されている(仮称)
守谷市総合公園やヤクルトスワローズ2軍施設等の市内観光施設への更なる集客など、大きな整備効果が期待できます。

１（仮称）守谷SAスマートIC整備事業
新規事業化を決定された、（仮称）守谷SAスマートICの

早期開通に向け、令和7年度は、詳細設計や用地測量等を
実施します。

都市整備部 建設課【R7当初予算額 141,473千円】
区分 説明書

補助 P112

守谷SA周辺
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［12］（仮称）守谷SAスマートIC整備事業（市道整備改良事業）

快適な道路ネットワークを実現します



新守谷駅周辺土地区画整理事業の施行により、公共施設を整備し、生活サービス施設や企業立地による土地利用を進め
ることで、新たな市街地の付加価値を高め市の魅力向上を図ります。

１ 新守谷駅周辺土地区画整理事業
土地区画整理組合に対し、新守谷駅へのアクセス

道路や区域内の電線類の地中化、雨水幹線等の
公共施設の整備費用を負担し、事業の円滑な推進
を支援します。

都市整備部 都市計画課【R7当初予算額 108,190千円】
区分 説明書

補助 P108

画像の説明

イメージ画像
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［13］新守谷駅周辺土地区画整理事業

土地区画整理事業による職住近接の新たなまちづくりを推進します



令和2年に守谷市が表明したゼロカーボンシティの実現に向けて、講演会の開催により市民等の気候変動に関する意識を
啓発・醸成するとともに、一般家庭に対する補助金制度の拡充により再生可能エネルギーの利用促進を行うことで、持続可能
な生活環境の確保に向けて取組を進めます。

１ 市民向け講演会の実施
気候変動問題に関する著名な講師を招いて講演会を開催することで、市民や市内事業者の意識の啓発・醸成を図ります。

２ 補助金制度の拡充（太陽光発電設備など）
これまでの蓄電池補助に加えて、太陽光発電設備、

高効率給湯器に対する補助金制度を追加整備することにより、
再生可能エネルギー導入の利用促進を進めます。
＜補助額＞

太陽光発電設備：5万円×30件
蓄電池設備：5万円×30件
高効率給湯器：3万円×30件

生活経済部 生活環境課【R7当初予算額 4,575千円】
区分 説明書

補助 P33

太陽光発電設備
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［14］ゼロカーボンシティ推進事業 【拡充】

ゼロカーボンシティの実現に向けた取組を加速していきます

市民向け講演会（イメージ）


